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2２ 鉱害復旧田の生産力向上対策
分類課題名

牛ふんきゆう肥及びりん酸炎材施用による鉱害復旧田における
水稲作の生産力向上

試験研

究年次

Ｉ目的

61～２年（完了）

②

作土に心土が混入し、地力が低下した鉱害復旧田における水稲作の生産力向上を図るため
有機物及びりん酸炎材の効果を明らかにする。

Ⅱ試験方法

１処理内容

試験Ｉ：おがくず入り牛ふんきゆう肥２t/10a及び４t/10aの連用
試験Ⅱ：深耕及びおがくず入り牛ふんきゆう肥２t/lOaの連用
試験Ⅲ：ようりん施用

２試験場所及び土製条件

試験Ｉ：田川郡赤池町上野、細粒灰色低地土造成相、作土は表土扱い処理、壌土
試験Ⅱ：鞍手郡鞍手町上木月、，中粗粒灰色低地土造成相、作計土はサンドポンプによる

造成、砂顎土

試験Ⅲ：試験Ⅱと同一条件、但し、ほ場は同地域内の別ほ場
３試験区の構成

試供試きゅう肥きゅう肥耕起のようりん施肥童
難晶稲旅田量連用年数深さ施用量６１年６２年６３年１年２年

t/lOa 年ｃｍＰ205.kg/10ａ Ｎ｡ｋg/lＯａ

０１２１１．０１１．６１０．４１０．０１０．０

１黄金晴２５１２１１．０１１．６８．８１０．０１０．０
４５１２１１．０１１．６６．８１０．０１０．０

０１２－１５．２１４．０１４．０１４．０

Ⅱﾂｸｼﾎﾏﾚ
２４

、０一

1２－－１５．２１２．２１４．０１４．０

18(深耕）一-15.214.014.014.0
２４１８(深耕）一-15.212.214.014.0

Ⅲﾂｸｼﾎﾏﾚ１２０－１４．０１４．０
１２４０－１４．０１４．０

注）①おがくず入り牛ふんきゆう肥の成分（平均）:水分62.6％、Ｔ-Ｎ0.68％
②よろりんは‐１－２年に蓮田

Ⅲ主要成果の概要

鉱害復旧や深耕によって下層土が混入し、地力が低下したほ場では、おがくず入り牛ふん
きゅう肥２t/10aを連用することによって、地力を増強できる。また､…可給態りん酸及びPＨ
が低い復旧田では、ようりんの施用効果が高い。

１土壊のアンモニア化成量は、おがくず入り牛ふんきゆう肥２t/lOaを４～５年連用する
と40～50％増加する。但し、特に地力の低い土製では、４t/10a施用を２年連用し、その

後は、２t/10a程度に減量する。
4

２深耕した場合、地力が低下し、水稲の収量は１～２年減少するが、おがくず入り牛ふん
きゅう肥２t/10aを施用すると深耕直後の減収を防止できる。また、３～４年連用するこ
とにより、土壊のアンモニア化成量は深耕前のレベルに回復する。

３可給態りん酸及びpHが低い復旧田ではくようりんの施用によって、可給憩りん酸の増加
とｐＨの上昇を同時に行うことができ、土壊の改善が図られる°
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Ⅳ主要成果の具体的データ
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第１図きゅう肥施用量とアンモニア化成量第２図深耕後のアンモニア化成に及ぼす
(試験１．２年）牛ふんきゆう肥の影響

第１表作土の可給態りん酸とｐＨ(試験Ⅲ）

ようりん可給態りん酸一．ｐＨ
施用量１年２年１年２年

Ing/100９

撫施用４．１４．０４．５４．６

40kg6.19.34.75.6
注）ようりんは１，２年の連用

第２表玄米収量（指数）の年次変化

(試験n．４年連用土製･２年）

試組合せきゅう肥年次

験処理施用量６１年６２年６３年１年２年

無施用100(548）100(578）100(579）100(516）100(565）
’一２ｔ

Ⅱ

Ⅲ

普通耕

深耕

107１０３１０３１０１９４

4ｔ，102９５９８１００８６

無施用－１００(490）100(583）100(547）100(539）
2ｔ１０５１０８１１１，９４

無施用９６９２１０１９９

2ｔ９９１０４１１１９７

ようりん無施用－１００(581）100(498）

〃４０ｋｇ １０５１１２

注）①（）は基準収量(kg/10a)の実数
②２年は高温年のため、特に試験Ｉの牛ふんきゆう肥４ｔ施用区では過剰生育と

なり、登熟歩合が低下し、減収した｡

雲

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１鉱害復旧田での地力増強及び土製管理の資料となる。

２可給態窒素が発現しやすいほ場では、窒素の施肥量、施肥時期を考慮する必要がある。

Ⅵ、今後の研究上の問題点

心土混入率の高い土頚での地力増強法の検討

Ⅶ資料名

61～２年度福岡県農業総合試験場鉱害試験地土顎肥料試験成績書


